












































































･-芸 一芸≠ o (4)
ここで¢iは各成分の組成で ¢1+¢2-10α≠0の場合の具体的効果としては､
(i)blendを毛細管中で流すと､長い成分が管の中央に集まってくる｡いわゆるplug 流の原
因になりうる｡
(i)シェア流中では､漉度のゆらぎが､大きな官 のゆらぎを引き起こす.このことにより相分離
温度がシェアによって大きく上昇する｡即ち濃度ゆらぎがシェアによって冗進される｡この
場合の散乱実験は注目を集めている｡
(ii)平衡のまわりでは､濃度ゆらぎが小さなスケー ルの内部構造の緩和 (-stress緩和)の影響
を受ける.すると動的構造因子 S(A,i)は､極めて遅い複雑な緩和をする｡このような実験
事実の例は数多い｡
以上詳しくは論文 (I)oi-Onuki,∫.dePhysiqueI,August,1992)を見て下さい.この
ような効果は-般的で多成分系のガラス系やlyotropicな殖 系にも存在すると考えられるO
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